
～ 自殺予防教育を支える人権教育 ～～ 自殺予防教育を支える人権教育 ～

自殺対策に資する教育＝「自殺予防教育」

教職員は，児童生徒が抱えるどんな小さな悩みや不安に対しても丁寧に寄
り添い，その解消に向けて組織的に支援していくことが求められます。

自殺予防教育を支える下地づくりの教育

全教育活動における「人権教育」推進の重要性

※ 厚生労働省「自殺総合対策大綱」から抜粋

平成28年に「自殺対策基本法」の
一部が改正され，児童生徒の自殺予
防に係る取組の徹底が求められた。

平成29年「自殺総合対策大綱」に明記

自殺対策に資する教育とは
・命の大切さを実感できる教育
・様々な困難やストレスへの対応
方法を身に付けるための教育
（ＳＯＳの出し方教育）
・心の健康の保持に係る教育

【小中高校生の自殺者数】
我が国の自殺者数は減少して
いるが，児童生徒の自殺死亡率は
高止まりとなっている。

【自殺の原因・動機は】
全体として「不明」が最も多い
が，判明している中では「学校問
題」，「健康問題」，「家庭問題」な
どが指摘されており，「学校問題」
では進路に関する悩みや学業不振
が多くなっている。

下地づくりの教育として， 「生命を尊重する教育」や「心身の健康を育む教育」 ， 「温か
い人間関係を築く教育」などがあり，これらの教育を推進するにあたっては「自分も大切，
他の人も大切」という「人権尊重の理念」を踏まえて行われなければなりません。
つまり，「人権教育は全ての教育の基本」であるという認識の下，日常生活全般を通し

て，自殺予防教育を支える人権教育の推進・充実を図る必要があります。
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1 我が国の自殺の実態と児童生徒の自殺をめぐる状況
(1) 我が国の自殺の実態

日本における自殺者数の推移
先進国の自殺死亡率(2015年)

※ 世界保健機関資料（2018年９月）より
厚生労働省自殺対策推進室が作成したも
のを参考にして作成

※ 自殺死亡率のフランスは2014年，カナ
ダは2013年の調査時期を使用

٨۴ÿۋ
ދĀբࣣ
ԃ֦üÓě
ďêÝۋ�
٨èðڻ
Ā̗ࡐ
āÕùûô
÷Õďê�

４月から12月の自殺者総数 
※ 厚生労働省「自殺の統計・地域における自殺の基礎資料」
 （暫定値）を基に文部科学省において作成したものを参考に作成

※ 厚生労働省「自殺の統計：地域における自殺の基礎資料」を基に作成
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厚生労働省の統計によると，小中
学生と高校生の自殺者は，新型コロ
ナウイルス感染症の拡大による生活
の変化が影響し始めた令和２年４月
から12月までで378人と，前年の同
時期より137人多くなり，児童生徒
の自殺が深刻になっています。その
要因は明らかにされていませんが，
児童生徒が抱えている不安感を解消
する教育，悩みを相談し合える関係
づくりが更に求められています。

我が国の年間自殺者総数については，平成10年
以降，14年連続して３万人を超える状況が続いて
いましたが，平成18年に自殺対策基本法が施行さ
れ，平成24年に15年ぶりに３万人を下回り，その
後は減少傾向になりました。この法の成立により，
自殺予防対策は社会全体で取り組むべき課題である
と示され，全国的に自殺対策が推進された結果と考
えられています。しかし，我が国は先進国の中で
も自殺死亡率（人口10万人当たりの自殺者数）は，
依然として高くなっている状況があります。
さらに，児童生徒の自殺者数は，児童生徒数が減
少してきているにも関わらず，横ばいの危機的状況
となっています。

特集 子どもの命を守るために
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(2) 若年層の自殺対策は重要な課題
平成30年の厚生労働省「自殺対策白書」における「年齢階級ごとの死因順位」を

見てみると，15～39歳の各年代の死因の第1位は自殺となっています。さらに，我
が国は，先進国における15～34歳の自殺死亡率も１番高く，この若年層の自殺が
深刻な問題であると言えます。

(3) 校種別に見た自殺の現状
自殺の要因は，文部科学省の「児童

生徒の問題行動・不登校等生徒指導上
の諸課題に関する調査」によると，最も
多いのは「不明」でした。
「不明」が要因として多いのは，家

庭問題（家庭不和，親などの叱責），学
校問題（進路の悩み，友人関係，いじめ
の問題）などが複雑に絡み合い，分類す
ることが難しく，実際は，突発的で予兆
がないという印象を与えてしまうから
ではないかと言われています。
警察庁「自殺統計」（平成21年～30年）から自殺要因の不明以外の原因・動機を

分析してみると，小学生は「家族からの叱責」や「親子関係の不和」といった「家
庭問題」が多く，中学生は「学業不振」が，高校生は，「進路に関する悩み」が多
くなっています。特に，女子高校生は「精神疾患」が多くなる傾向にあります。

家族からのしつけ・叱責

親子関係の不和/家族関係
の不和

進路に関する悩み

精神疾患

学校問題

学業不振

学友との不和

いじめ

【中学校】家族からのしつけ・叱責

親子関係の不和/家族関係
の不和

進路に関する悩み

精神疾患

学校問題

学業不振

学友との不和

いじめ

【小学校】

年齢階級ごとの死因順位（平成30年） 先進国の15～34歳の自殺死亡率

※ 世界保健機関資料（2018年９月）より厚生
労働省自殺対策推進室が作成したものを参考
にして作成

※ 自殺死亡率のフランスは2014年，カナダは
2013年の調査時期を使用

警察庁「自殺統計」より小・中学生の自殺の原因・動機の計上比率（平成21年～30年）

厚生労働省「自殺対策白書」

男子児童
女子児童

男子生徒
女子生徒
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(4) 児童生徒の自殺の心理
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特定非営利活動法人自殺対策支援センターライフリンク
（「1000人実態調査」から見えてきた自殺の危機経路から）

ᵻ ᳖ ᶑ ᶩ ᵻᲤ
ᶩ ᵻ ᵸ ᵿ ᶘᵼ

家族からのしつけ・叱責

親子関係の不和/家族関係
の不和

進路に関する悩み

精神疾患

学校問題

学業不振

学友との不和

いじめ

【高等学校】

警察庁「自殺統計」より高校生の自殺の原因・動機の計上比率
（平成21年～30年）
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男子生徒
女子生徒

自殺はある日突然，何の前触れもなく起
こるというよりも，長期にわたり様々な要
因が連鎖した結果として生じることが多い
です。ただし，児童生徒においては自殺の
原因・動機（危機要因）が発生して以降，
短時間で衝動的に自殺行動につながる恐れ
もあるため，注意が必要です。
児童生徒の自殺の原因・動機の多くは，
日常ありがちな困りごとやつまずきです。
一人一人が抱えている困りごとやつまずき
が生きづらさとなり，それがストレスと
なって解消されないと思い込み，自殺へと
つながっていくという心理を理解しておく
ことが大切です。「死にたい」よりももっ
と早い段階での「生きづらさ」に寄り添うことが重要です。
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２ 児童生徒の自殺対策の動き
(1) 学校における自殺予防対策の重要性

【児童生徒の自殺対策に関する国としての動きの変遷】
�ℿℽℽ⅃ℵ⅕ℾⅅℶ त Р౾ృÿ +ළަࡐ֤*

�ℿℽℽ⅄ℵ⅕ℾⅆℶ त ऻ ÿ +ළަࡐ֤*
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�ℿℽℾ⅃ℵ⅕ℿⅅℶ ÿ +ළަࡐ֤*
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üÛâĜतݦÿڇుģࠂüâĜ੧ÿðĒÿҡʡÿࠞࠄüõÕ÷7ড়ঀ

自殺対策基本法の一部を改正する法律
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自殺対策基本法 第 17条第３項
ΪׁĀ�ΌΪׁüࡪكêĜڻࡐ�੧ÿడ֖۴�ঁʠܹಱîÿऒÿЈԂ۴
ùÿԒģ࠘ěõõ�ΌΪׁüࡪكêĜڻࡐ�੧üतè�ΘࠇÝÜâÝÙ
ÿûÕլࠇùè÷Ғüऎ݃èÕûÝĚࡐÞ÷ÕàäùüõÕ÷ÿʍۑÿጯഺ
੧üڳêĜҡʡಖĀԆଷ؈�ઽûڸप�қÕ߮൛ਘ०ģܕâð߈੧üÛâĜ
तݦÿڇుģࠂüâĜ੧ÿðĒÿҡʡಖĀԆଷîÿऒΌΪׁüࡪكêĜڻ
ࡐ�੧ÿ߮ÿԼֵÿడڿüԂĜҡʡಖĀԆଷģך×ę×ĒĜēÿùêĜ�

⍢٨ۋഛ౫ܳІ
⌱⎤Ը≻≺ૈ〈≻⊀ૈ⌲
⍢٨ۋतٚқ̱ԸІ
⌱⎞Ը⌲
⌒⏷⏯␖␤␡⏩ࡷ⏤

平成18年に自殺対策基本法が施行され，「個人の問題」と認識されがちであった自
殺は広く「社会の問題」と認識されるようになり，国を挙げて自殺対策が総合的に推
進された結果，自殺者数の年次推移は減少傾向する等，着実に成果を上げてきました。
しかしながら，近年，自殺者全体の総数は減少傾向にあるものの，15歳から19歳
の年代の死因の第１位は自殺となっており，その数も横ばいです。
このような実態等から，平成28年に自殺対策基本法の一部を改正する法律が定め
られ，学校における教育・啓発の内容が盛り込まれました。つまり，学校における自
殺予防対策を更に強化することが求められました。
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(2) 自殺予防教育は「SOSの出し方に関する教育」を重視 
自殺は「孤立の病」とも呼ばれています。児童生徒が抱えている苦しみや悩み

に気付いて，丁寧に寄り添い，関わることこそが，自殺予防につながります。 
自殺総合対策大綱によると，学校において，次の３つの教育を推進するととも

に，児童生徒の生きることの促進要因(自己肯定感や信頼できる人間関係等)を増
やすことを通じて，自殺対策に資する教育の実施に向けた環境づくり(雰囲気づく
り)を行うべきであると示しています。 

特に，児童生徒と日々接している教職員に対しては，次の２つを身に付けておく
ことが大切であり，研修を通して高めていく必要があります。 

(3) 自殺予防教育実施に向けての下地づくり
日頃，実施している道徳や保健体育等の教育活動の中には，「生命を尊重する教育」

や「心身の健康を育む教育」など，自殺予防に焦点化した教育の基盤となる内容が
多く含まれています。まさに自殺予防教育の下地づくりの教育であり，このことを
認識して実施することで，抵抗感なく，効果的に自殺予防教育を推進することがで
きます。
また，下地づくりの教育活

動を充実させるためには，児
童生徒の些細な言葉から個々
の置かれた状況や心理状態に
思いをめぐらす感性を高める
ことや，困ったときには何で
も相談できる信頼関係づく
り，相談しやすい雰囲気づく
り，保健室・教育相談室等を
気軽に利用しやすい所にする
居場所づくりなど，児童生徒
の心に寄り添うといった環境
づくりが重要になります。

Ħ æģۢϦøÞĜҡʡࡲÝಿÿऻࡐڻ
Ĩ ۲ͥüÛÕ÷ৎೌêĜ̸૧ࡅÿÓĜഫ�û؈ઽ�ĽŌŰĽĉÿतݦుృ
ģࠂüâĜðĒÿҡʡ*Ⅰ⅜ⅠÿݎèుüЈêĜҡʡ+

Ī ߮ÿԼֵÿడڿüԂĜҡʡ

[ Ⅰ⅜ⅠÿݎèుÿĐûĚë�߮ÿНЯüЉôðഅࠇÿϦߌģܕâڡĒד�Ù
ĕךģ൛ͦèę×ùêĜࡂړûú*Ⅰ⅜ⅠÿܕâڡĒు+üõÕ÷ēښê
Ĝäù�

[ ĒĜðĒÿڡâܕ�ÝвÞࠂۋʯߠèðⅠ⅜ⅠüõÕ÷�ҡݎÝࡐڻ
�ĒĜäùר�૧උģۡڳ

自殺予防教育実施に向けての下地づくり
（H26年 ７月 文部科学省子供に伝えたい自殺予防－学校における自殺予防教育導入の手引ー）

̰ঁᶕᵿᶺᶞҡʡ̰ঁᶕᵿᶺᶞҡʡ
生命を尊重する教育生命を尊重する教育
心身の健康を育む教育心身の健康を育む教育
暖かい人間関係を築く教育暖かい人間関係を築く教育

ׁમᶞϴҙᶕᵿᶺׁમᶞϴҙᶕᵿᶺ
健康観察健康観察 相談体制相談体制 生活アンケート生活アンケート

自殺予防教育
早期の問題認識（心の健康）早期の問題認識（心の健康）
援助希求的態度の促進援助希求的態度の促進
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「思いを
めぐらす」

「向き合う」

◆ 笑顔の奥に隠された絶望を見抜く児童生徒
理解
� ணೌÿךüĠæĝĜäùûà�îÿ
ଂԔüÓĜēÿüЈ߮ģУì�߮ģÜè�
મೌÿϦߌüďøڙÕģĒáĚìĜ�

� ̼৽ùÿԒĕऒÿҡߠʯùÿԒēऻ
�üêĜࡲ
*ҡʡ࣠ॾ�̼৽੧+

◆ 解決に向かう授業づくりとともに，信頼でき
る人や専門機関へのつなぎ
� ాÙ÷ÕĜĐĕɺ�ΪѷÿࠇІЈԂÿ
͑ाģܕâڡĒ÷֦Þ×�

� ʤࠇøాÙďë�Ņ�ŤøڛÙĜढࡁö
àěģ׃êĜ�

� ЈԂЯЈùԒêĜ�
�ʉʯͥĕĵ˽ڛ*Ľͥђ੧+

３ 自殺予防教育を支える人権教育
学校における自殺予防教育のねらいは，「困難やストレスに直面した時に，お互い

の心の危機に気付き，適切に対応できる力」，「信頼できる友人や大人に助けを求めら
れるようにする力」を身に付けさせることです。これはまさに，人権教育で大切にし
てきた， こ つら と言える 共に を乗り る 人間関係づくりと
言えます。そのためには，日頃からの信頼関係づくり，「自分も大切 あなたも大切」
という人権尊重の精神を基盤とする，児童生徒が安心して過ごせる環境づくりが求
められます。
そこで，児童生徒が出したＳＯＳのサインに教職員が気付き，どう受け止めるか
を，Ｍｏｍの基本姿勢でまとめます。

「見つめる」
◆ 違和感を感じとる感性
� Ҵঘܘ�ЁüùĚĠĝëࢀÕĐĕڙ
ĕѧĐۀІ੧ÓĚėĜೌ߈üÛÕ÷�ʤࠇ
ʤࠇÿணߌĕõćĕÞģবüࣾÙ÷ęà
ՓõĒĜ�

� ߮ĕࠂढ੧üĽŌŰĽେ̔ùè÷ݎ÷Õ
ĜēÿĀûÕÜ�ĹĨŷüвÕðĚ͕ފ
த̵èûÕę×üêĜ�
*լࠇ�ΪѷܶॶŰŝůÿĦĿĽťŷŌ+
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ᑠ Ꮫ ⏕ ⏝ 㸯 㹼 㸱 ᖺ ⏕
ࡼ ࠺ ࡀ ࡼ ࠺ ࡡ

㸦 㸧 ᖺ 㸦 㸧 ⤌ 㸦 㸧 ␒
䛽 䜀

ྡ ๓ 㸦 㸧
ࡲ ࠼

ࡐ ࢇ ࡪ ࡛ 2 ࡢ8 ࡋ ࡘ ࡶ ࢇ ࡀ ࠶ ࡾ ࡲ ࡍ ࠋ ࡌ ࡪ ࢇ  ࠸ ࡕ ࡤ ࢇ

࠶ ࡚ ࡣ ࡲ ࡿ  ࠾ ࡶ ࠺ ࡶ ࡢ ࢆ ࠼ ࡽ ࢇ ࡛ 㸪 ڧ  ۑ ࢆ ࡘ ࡅ ࡲ ࡋ ࡻ ࠺ ࠋ

㸦 ࢀ ࠸ 㸧

ࡉ ࢇ ࡍ ࠺ ࡢ ࡌ ࡹ ࡂ ࡻ ࠺ ࡣ ࡓ ࡢ ࡋ ࠸ ࡛ ࡍ  ࠋ

࡚ ࡓࡶ ࡋࡢ ࠸ ࡓ ࡢ ࡋ ࠸ ࠶ ࡲ ࡾ ࡐ ࢇ ࡐ ࢇ

ࡓ ࡢ ࡋ ࡃ ࡞ ࠸ ࡓ ࡢ ࡋ ࡃ ࡞ ࠸

㸯 ࡀࡋ࡞ࡣ࠾㸪ࡣ࠺ࡇࡗࡀ ࡿࡁ࡛ ࡀࡕࡔࡶ ࠋࡍࡲ࠸

ࡿ࠸ࢇࡉࡃࡓ ࡿ࠸ ࠸࡞࠸ࡾࡲ࠶ ࠸࡞࠸ࢇࡐࢇࡐ

㸰 ࡢࢇࡪࡌ㸪ࡣ࠺ࡇࡗࡀ ࡞࠸ࡥࢇࡋ ࢆࡇ ࡿࡏ࡞ࡣ ࡏ ࢇ ࡏ ࠸ ࡀ ࠸ ࡲ ࡍ  ࠋ

ࡿ࠸ࢇࡉࡃࡓ ࡿ࠸ ࠸࡞࠸ࡾࡲ࠶ ࠸࡞࠸ࢇࡐࢇࡐ

㸱 ࡢ࠺ࡹࡁࡗࡀ ࡞ 㸪ࡿ࠸ ࠸ࡋࡢࡓ ࡕࡶࡁ ࡾ࡞ ࠋࡍࡲ

ࡿ࡞ࡶ࡚ ࡿ࡞ ࠸࡞ࡽ࡞ࡾࡲ࠶ ࠸࡞ࡽ࡞ࢇࡐࢇࡐ

㸲 ࡌ ࡪ ࢇ ࡢ   ࡾ ࡢ ࡋ ࡈ  ࡣ 㸪 ࡳ ࢇ ࡞ ࡢ ࡸ ࡃ  ࡓ ࡗ ࡚ ࠸ ࡿ 

ࠋࡍࡲ࠸ࡶ࠾

࠺ࡶ࠾ࡶ࡚ ࠺ࡶ࠾ ࠸࡞ࢃࡶ࠾ࡾࡲ࠶ ࠸࡞ࢃࡶ࠾ࢇࡐࢇࡐ

㸳 㸪ࡁࡢ࠺ࡻࡂࡹࡌ ࡓࡁ࡛ࠕ 㸪ࠖࠖࡓࡗࢃࠕ ࠺ࡶ࠾ ࡀࡇ ࠋࡍࡲࡾ࠶

ࡿ࠶ࡃࡼ ࡿ࠶ ࠸࡞ࡾࡲ࠶ ࠸࡞ࢇࡐࢇࡐ

㸴 ࠸ࡋ࡞ ࡕࡶࡁ ࡿ࡞ ࡀࡇ ࠋࡍࡲࡾ࠶

ࡿ࠶ࡃࡼ ࡿ࠶ ࠸࡞ࡾࡲ࠶ ࠸࡞ࢇࡐࢇࡐ

㸵  ࡶ ࡔ ࡕ  ࡽ ࡶ ࡢ ࢆ  ࡃ ࡉ ࢀ ࡓ ࡾ 㸪  ࡽ ࡔ ࢆ ࡓ ࡓ  ࢀ ࡓ ࡾ ࡋ ࡚

࡞ࡸ࠸ ࡕࡶࡁ ࡿ࡞ ࡀࡇ ࠋࡍࡲࡾ࠶

ࡿ࠶ࡃࡼ ࡿ࠶ ࠸࡞ࡾࡲ࠶ ࠸࡞ࢇࡐࢇࡐ

㸶  ࡶ ࡔ ࡕ ࡀ ࡶ ࡢ ࢆ  ࡃ ࡉ ࢀ ࡓ ࡾ 㸪  ࡽ ࡔ ࢆ ࡓ ࡓ  ࢀ ࡓ ࡾ ࡋ ࡓ ࡇ  ࢆ

ࡾࡓࡳ ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀࡇࡓࡋࡾࡓ࠸ࡁ

ࡿ࠶ࡃࡼ ࡿ࠶ ࠸࡞ࡾࡲ࠶ ࠸࡞ࢇࡐࢇࡐ

㸷 㸪ࡣ࠺ࡹࡁࡗࡀ ࡻࡋࡗ࠸ ࢆࡋ࡞ࡣ࠾ 㸪ࡾࡓࡋ ࡾࡔࢇࡑ࠶ ࡿࡍ ࡀࡕࡔࡶ ࠋࡍࡲ࠸

ࡿ࠸ࢇࡉࡃࡓ ࡿ࠸ ࠸࡞࠸ࡾࡲ࠶ ࠸࡞࠸ࢇࡐࢇࡐ

1 0 㸪ࡣ࠺ࡇࡗࡀ ࡢࢇࡪࡌ ࢆࡕࡶࡁ ࡚ࡗࢃ ࡿࢀࡃ ࡏ ࢇ ࡏ ࠸ ࡀ ࠸ ࡲ ࡍ  ࠋ

ࡿ࠸ࢇࡉࡃࡓ ࡿ࠸ ࠸࡞࠸ࡾࡲ࠶ ࠸࡞࠸ࢇࡐࢇࡐ

11 ࡢ࠺ࡹࡁࡗࡀ ࡞ࢇࡳ ࡻࡋࡗ࠸ 㸪ࡣࡢࡿ࠸ ࠸ࡋࡢࡓ ࠋࡍ࡛

࠸ࡋࡢࡓࡶ࡚ ࠸ࡋࡢࡓ ࡾࡲ࠶ ࢇࡐࢇࡐ

ࡓ ࡢ ࡋ ࡃ ࡞ ࠸ ࡓ ࡢ ࡋ ࡃ ࡞ ࠸

12 ࡸ࠺ࡻࡂࡹࡌ ࡃࡻࡋ࠺ࡹࡁ ࡛ࢇࡤ࠺ ࡃࡼ㸪ࡣࢇࡪࡌࠕ ࡓࡗࡤࢇࡀ ࠖ࠶࡞

ࡀࡇ࠺ࡶ࠾ ࠋࡍࡲࡾ࠶

ࡿ࠶ࡃࡼ ࡿ࠶ ࠸࡞ࡾࡲ࠶ ࠸࡞ࢇࡐࢇࡐ

࡛ ࡛

ࡀ ࡗ ࡇ ࠺ ࡓ ࡢ

ຊ ࡉࢆ ඛ⏕㸸ᕥ ࡽ 㸪 㸪㸰㸪 ຊ

(1) Ｍｏｍの基本姿勢で自殺予防教育を実践
ア 児童生徒の状態把握（アセスメント）に必要なこと

自殺予防教育を進めるに当たっては，学級の児童生徒が安心感をもち，相互にサ
ポートし合える環境づくりが大切です。児童生徒の不安や苦しみは，態度や行動に表
れるので，授業中や休み時間等による観察，定期的な教育相談での「さりげない発
言」，「学校生活アンケート」や「学校楽しぃ－と」などを用いての児童生徒一人一
人や学級集団の状態を把握することが重要です。

6ΪׁάèÔ=ù7Āڻ�ࡐʤࠇʤࠇù�ΪѷࢪढÿߑपÝۈæĝĜðĒ�
ĦĿĽťŷŌêĜڳൽùè÷ೲòďê�Ħŷĵ�ŌԵ̀üÛÕ÷Āͧࢦ�ÿৄ؞
ùÿ୮ΥøॿÝŢĨŎĽüకതè÷Õðě�Θצü6 Ὀ7Ýணۈæĝ÷Õð
ěêĜڻࡐüĀ�એüটʍÝஒവøê�

※ 「学校楽しぃ－と」は，県総合教育センターのホームページに掲載

学級集団のアセスメント
� ΪѷܶॶÝ̭ÜÕʇвøڻ�ࡐʤࠇʤࠇÝɺ߮è÷͕åêä
ùÝøÞ÷ÕĜÜ*ɺ߮Ϧ+
� ղணեêĜäۋüۋ�+æࠀ*æÝʡô÷ÛěࠀІüࡐڻ
ùÝøÞ÷ÕĜÜ*ۋղͽۈ+

� �ÝևÕüĹšࡐڻŌèÕ�Ҕඋè÷௮ڸü܈ěࢾđपࡂÝ
ʡô÷ÕĜÜ*Ҕৄࡅ+
� એ৺ÿڻࡐÝࢪढģڛଅè÷�ऒÝܼऄêĜę×ûЈԂüûô
÷ÕûÕÜ*ڛଅЈԂ+
� ʤÿڻࡐÝձèðě�૽ݺæĝðěè÷ÕûÕÜ*ձ+
� ΪѷÿĐĤûÝ͕åèĕêÕкൣÝడðĝ÷ÕĜÜ*кൣ+

校楽し

Θצ␆Ե
̀ͧࢦ␀୮
Υ⏯⌌⑩⑄
␆కത␃টʍ⌒
पߑ␆߮

ணۈ⏯⏷ ≪␃
টʍ⌒

ࠇʤࡐڻ
ʤ᷂ࠇՓᶔᶱᶖ
ᵴᵿᶘᲤ᳕ᵲᶼᲩ
̳ᵻвᶛᶚᶻᲣ᳖
ᶘʛොϦ᷂Ϧ
ᶈᲤݎᶇᶖᵴᶻ
ᷘ᷇ḖᵼՓᵸᶖ
ᵽᶮᶉᲣ
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イ 児童生徒の些細な言動を見逃さないこと
日常の教育活動の中には，児童生徒の心身の状況やその変化に対して，「あれ？」

と違和感に気付くことができる場面がたくさんあります。教職員は，できるだけ多
くの場面を捉えて児童生徒の些細な変化を見逃さず，児童生徒一人一人を「見つめ
る」ことが大切です。

Ù ŷ
à

û
Ý Ù÷ à

Ġ ஒ Ý

「見つめる」観察ポイント「見つめる」観察ポイント
～見ようとしなければ見えない～～見ようとしなければ見えない～

�ೌ߈ ਾׁۀׁ̰�ۀ

[ ਾׁ̰ģ݀Ĝ
[ ঋĕࣗऴÝࣳÙĜ
[ ɟ٤ÿഫڔÝÕõēùʛ×
[ അॕùʤݭüਾׁ̰èðÝĚûÕ

�ೌ߈ ÿͥ�аěÿͥ

[ ԼֵЁۀ٣üढৄඅģęàࣀÙĜ
[ ÜĚಲðî×ûணߌģêĜ
[ ணߌÝÕõēùʛ×
[ čĤĕěùèðணߌøܶঘøÞûÕ

�ೌ߈ Ҵঘܘ

[ Ϊܪü܈ěࢾđʍഽÝÕõēùʛ×
[ Ϊܪയӝÿĝ௮ÝࣳÙĜ
[ അॕùЈĠĜκøē̷ٴèðÝĚûÕ

�ೌ߈ ѧĐۀІ

[ അॕùകĄðÝĚûÕ
[ ʤࠇø͕åêäùģ֫đ
[ øകćäùģՃÝĜę×üûĜ
[ ऒΪÿഅॕùāÜěകć

�ೌ߈ ѹߣ*ঝߣ+

[ ĊĜඈÝҷ८üբôðěࣳÙðěêߣ
Ĝۀ�ІÝÜÜĜ

[ ÙĜࣀഽÝûÕùߣ
[ അॕùʤݭüߣĊðÝĚûÕ

�ೌ߈ Ϊׁڸך

[ ģѿĤ̷ٴ�Ùðěࣀĉÿɺģ̷ٴ
ñěêĜ

[ ÝӍöàùढৄඅüûĜڸך
[ അॕùʤݭü̷ٴèðÝĚûÕ

�ೌ߈ κ

[ ѧĐÝòüûĜ
[ ඹܪ੧üतêĜʍഽÝÕõēùʛ×
[ ඹܪઇӝÿĝ௮ÝࣳÙĜ
[ അॕùʤݭüඹܪèðÝĚûÕ

�ೌ߈ îÿऒ

[ డԼۜüךÞðÝĜ
[ ʉʯͥκĕࢄ೧κûúüतêĜ
ʍഽÝÕõēùʛ×

[ യڸÝûà÷ēߠʯۜüെĜ
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ウ 児童生徒のＳＯＳに気付いたら，しっかりと向き合うこと
児童生徒への「ＳＯＳの出し方」教育を進めていく一方で重要なことは，教職員

が児童生徒のＳＯＳをいかに受け止めることができるかです。児童生徒は自分自身
の危機に気付いていないこともあります。「何でもない」，「大丈夫」と言っても，本
当は大丈夫でないことがあるため，教職員側から声をかけて関わる必要があります。
ＳＯＳに気付いたら，ＴＡＬＫ（トーク）の原則に基づいて児童生徒と向き合うこ
とが大切です。

␡⏼⌌⏾⏯⏵⌊⏱␖⏜⏾⏯␢⏷െ␢⏷⏻ך⌾⏜⏷␃ڢ⌾␀⌽⏜⏷⏥ࡐ⌽␃ߋ⌌␇٨Кౠ۴ۋ
⏜ा⏣␡଼⏩ݎ⏱␃␇⌽ڢ␄⏯⏣ుృ⏤␂⏜⌾␀⏜ڙ⏿⏯␖⏞␆⏿⏱⌋ۋ௰␆⏫␀
߮ଅ⏯⏾⏧␤␣ࠇ␆ऌك␃в⏥⌌ۋ௰␆⏼␡⏜вڿ⏹ਵහ⏱␣⏫␀⏿⌌٨ۋ␆⑵⑄
բ␡⏱⏫␀⏤⏿⏥␖⏱⌋
⏣௰⌌⏿ਘۀ␇ʤ␆⏵␃⏞␠⏰␀␆ʑ⏿⏚␢⌌ऒך␂ਘ␇٨ۋ⌌⏷␖
Πడࢪ␆ɺࡐڻ␣⏜⏾⏻␖ר⏤٨Кౠۋ⌊⏱␖␤І⏯⏣इ⏣␂⏜␀␚ըۀ␡
⌊⏱␖⏥⏿⏤␀⏫⏨٨౫ۋ⌌⏿␀⏫␣⏪␂⏼␃೧̼ࢄ⌌⏯

ＴＡＬＫの原則
ト ー ク

�ըളüݎè÷߮ଅè÷ÕĜäùģਯÙĜ�
6ÓûðÿäùÝù÷ē߮ଅñę�7ù�ĀôÞěùըളüݎè
÷ਯÙďèĘ×�îÿفĀ�6⅖*ĦĨ+ťŇĿ�ļ7*6ڦÝî×
�×ô÷ÕĜ7+øਯÙďèĘڙ
�þĜࠌòüõÕ÷�ৎüڿüðÕ7ùÕ×вڢ�6
7�6
ô÷ÕĜÿڙüðÕùڢ6úĤûùÞüڢüðÕùڙô÷
èď×ÿ
7ùৎüࠌþďèĘ×�
�òģԃীêĜڿౠਘûвࡼ�
ෝģæÙßĚëۊ�ùù߮ģڻࡐÿࡔüԃâďêݳ�ը

èðàûěďêÝ�ďëĀăðêĚীÞďèĘ×�
�ɺࢪģΠడêĜ�
6НûÕ�7ùϦéðĚ�îÿڻࡐģʤࠇüìë�Уěਨ
Õ�ɺࢪģΠడèð߁ø�êáüࢄ೧̼ĉõûãďèĘ×�

なぜTALKが有効なのか？

してはいけないこと
? ෝģîĚê�

? 6؇ౝèÕÜĚ7ù֍ͧèüêĜ�

? �ըèðěඡďèðěêĜݳÿෝģীÜëüࡐڻ

6ēôùऻకûഅॕĀÕĜę7�6ڢýвüûĝā̳øēøÞĜę7

? �ÿෝģ۷Ĝࡐڻ

? �òģ৺êĜڿÿвࡐڻ

6îĤûäùըĠûÕø7�6îĤûäùèðĚࠀ�Ý୩èđę7

Keep safe

Listen

Ask

Tell
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エ 児童生徒のSOSを「受容」と「傾聴」で受け止めること
児童生徒が安心して自分のつらさを吐露するためには，受け止める教職員側のコ

ミュニケーションスキルが必要です。特に，「受容」と「傾聴」の姿勢が大切です。

心配な児童生徒への言葉かけ例
１ 体調や日常生活のことから触れる

6ಲĝ÷Ĝ
7
6åĀĤĀߣĊĚĝ÷Ĝ
7

２ 不安，苦痛などの感情を聴く
6úĤûäùÝõĚÕÿÜû
7
6ÕõÜĚûÿ
7

３ 率直に質問
7
×ÙòĔדĤñుÝάùÜڢ6
6؇ēî×Õ×вڿòüûĜ
7

４ 共感的に理解
68õĚà÷ޟÙðÕ9ô÷вڿòûĤñþ�7
ČúõĚÕĤñþ�7×ڙüðÕ9ùڢ68
6ఝқē̳ē܊üõÜûÕèӘèà÷ੴãݎèðÕвڿòñôðĤñþ�7
6îĤûõĚÕвڿòģࡐࢀüෝè÷àĝ÷ÓěÝù×�7

つらい
消えたい

受容
傾聴

可能ならば確認する言葉の例
� ̼आĕഅॕüෝèðäù
ĀÓĜÿÜû�

� ÓûðÝäĤûüõĚÕ
вڿòøÕĜäùģ�ऒü
ēঀô÷Õ÷ČèÕࢀ�ࠇ
ࢀ*ࠇÜĚਯÙ÷ēÕÕࡐ
ĕഅॕ�̼आ੧+ÝॡÜࡐ
ÕĜÜû�

「関わって」と言われても……どんな風に？

Tell Ask

Listen

身に付けたいコミュニケーションスキル

^ļŧŇļèûÕ
^ÓěÿďďüܕâڡĒĜ
^ĦōŔĨĽèûÕ
èûÕࣲ࣑ü܊ݽòģڿÿвࡐڻ^
ℭ*ԲĒõâûÕ+
×ԔģՓæì÷ēĚߌÝՓÙ÷ÕĜࡐڻ^

üðÕв௰üûĜ�7ڢ�6ùÞúÞࡐ
üðÕв௰üûĜĤñþ�7ڢ�6ùÞúÞࡐࢀ
6$$7ࡐ
7
6úĤûùÞüî×ϦéĜÿࡐࢀ

Ý֔ôðࡐڻ
ըളģ6ĮĪŤచè7
øܕâĝ�æĚü�
îÿڔÿߑңĕ؈ě
åùģ6èàࠌþ
Ĝ7äùÝऻڸøê�
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例えば，こんな専門家がいます

オ 問題を一人で抱えこまないこと
辛い思いをしている児童生徒に寄り添い，支えることはとても大事なことです。

しかし，危機が迫っている児童生徒の問題を一人で解決していくことは困難です。
まずは管理職に報告し，校長のリーダーシップの下，学校全体で情報を共有し，
「チーム」で解決する必要があります。また，場合によっては，関係機関等と連携
し，専門家と協力しながら解決を図ることが大切です。

߮ÿ
ĵ Ý

ך

ÿ ÿ
Ý

ᷜ᷒Ḏ᷎᷉ḖᷞḌ

᳖
᷒Ḏ ᷚ ḎḒ 

[ ĉÿѢनÝэĠĝĜࡐڻ
県中央児童相談所 ᾄℽⅆⅆ℺ℿ⅃⅁℺⅀ℽℽ⅀

ℽⅆⅆ℺ℿ⅄⅂℺⅁ℾ⅂ℿ
[ ਘŢĨŒŮŊħüԂĜĐĕɺģాÙ÷ÕĜࡅ
県精神保健福祉センター ᾄℽⅆⅆ℺ℿℾⅅ℺⅁⅄⅂⅂

[ ĨŷŃ�őŇŌĕⅠ⅛ⅠüęĜࠇՊߩ΄ÝΠæĝð
鹿児島地方法務局 ᾄℽⅆⅆ℺ℿ⅂ⅆ℺ℽ⅃ⅅℽ

[ îÿऒÿ࣠ॾ

24時間子供SOSダイヤルᾄℽℾℿℽ℺ℽ℺⅄ⅅ⅀ℾℽ
子どもの人権110番 ᾄℽℾℿℽ℺ℽℽ⅄℺ℾℾℽ

ᾄℽℾℿℽ℺⅄ⅅ⅀℺⅂⅄⅁
ᾄℽⅆⅆ℺ℿⅆ⅁℺ℿℿℽℽ

その の 談窓

教師一人一人が
ゲートキーパーになろう！

 ۋ⌌␇␀

٨␆Нՙۈ⏱⑀⑾␃в

⏥⌌ਚࡲ␂त̔࠘␣⏫

⏿␀⏫␆ࠇ␣⏥⏿⏤␀

␀␚ը⏜␖⏱⌋ഫ⌡␂

⏢␃⏤⏜␣Ϊׁࡐڻ

⏜⏾␇⌌०␜ഺ֖ҡ⌌

ׁಳ௰߁ޔ␆०␃Ј

␡⏲⌌⏱␑⏾␆ҡߠʯ⏤

⌤⌤⌤␃␂␣⏫␀⏤

ѯ␙␡␤␖⏱⌋⌽⊗⊺⊸⊑⊾⌾

κയ⏯ૈ؆⏣␡ࠇՊҡʡ

␃Ԃ␣ۡڳ⌎૧උ␆֦߁

␃␙␖⏯␟⏞⌋

知っておきたい「自傷行為」のこと
ʑך٨ۋÞĜઇÝûÕ7ùϦéĜäùÜĚࡐÞöĚæģϦéðùÞ�6ࡐÝࠇ

üѨĄďê�éę×üࡐÞöĚæģϦéûÝĚē�6ûĤùÜࡐÞ÷ÕðÕ7
ùÕ×ڙÕøךĠĝĜÿÝךݻۋʑøêךݻۋ�ʑĀॡÜÿЈ߮ģʲàðĒÿ
ĦŘ�ůñùڙĠĝÝòøêÝ�Բè÷î×øĀÓěďìĤ�ਚࡲüतݦèûâ
ĝāךݻۋ�ʑüʅऌêĜę×üûěךݻۋ�ʑģӵěచèðԵ̀٨ۋ�üڬô
÷èď×äùēÓěďê�6ऻ߂ñ7ùԲĒõâëüڻ�ࡐüèôÜěУ
ěਨ×äùÝऻࡲøê�

Keep safe

かごしま子供SNS相談・通報窓口 LINE Web
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(2) 自殺予防教育を実施する上での配慮
ア アセスメント結果に基づく配慮

自殺予防教育の実施前の状況において，児童生徒の間に
安心して自己を表現する関係が育っていない，一部の児童
生徒が排除されているなどの場合は，直ちに自殺予防教育
を導入するのではなく，学級の実態に即して，次のような
取組を行ってから導入することが望ましいです。

※ 取組（例）は本資料のP30（3）参照

イ 自殺予防教育実施の際のリスク・アセスメント
事前アンケート等で，学習への参加が難しい児童生徒がいた場合は，信頼関係

の深い教職員等が，児童生徒の思いを聴きながら，寄り添い，きめ細かな対応を
することが大切です。そして，担任一人で対応するのではなく，養護教諭やスク
ールカウンセラー等と連携しながら対応する必要があります。

ウ 自殺予防教育実施後のスクリーニングとフォローアップ
(ｱ) 事後アンケートの実施

学習の実施後は，悩みを抱えている児童生徒が，相談したいことや相談したい
と思う相手などを尋ねるアンケートを実施することも必要です。

[ ࢾ܈ĒĜרģߌऎϦۋÿࡐڻ
[ ࢾ܈ЈĠěģêĜ×ĒڡâܕòüвÞ�ևÕüڿÿв܊࣠
[ �ऒģऎ݃èðķţũŏĵۋĻūŷĽıů�ĦĹ�ĻūŷĽıůģΪćࢾ܈
[ �ģķŷŌű௰ÿۋůêĜࢾ܈*Ħŷİ�ŢőļťŷŌ+
[ ĽŌŰĽĉÿतݦృģঀĜࢾ܈*ĽŌŰĽŢőļťŷŌ+
[ �Ł*ࢾ܈ûЈĠěుģΪćࡲùÿਚࠇĻŧůĽıůŌŰ�ŏŷĴ+

自自殺殺予予防防教教育育をを実実施施すするる前前のの取取組組((例例))

ࠇ ␣ ␣ ⏤

␆⑬ ⑊ ④ ⑄ ⏧

管理職
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(ｲ) フォローアップ
学校における自殺予防教育が安全かつ効果的に実施されるためには，学習実施
前の準備及び配慮を行うとともに，学習実施後のきめ細かなフォローアップが
大切です。

① 担任による個別面談

② スクールカウンセラーや保護者との面談

③ 地域の専門機関との連携

(ｳ) 児童生徒の対応記録とその後の状況確認
面談等で把握した児童生徒の気掛かりな様子，悩みの背景については，教職員

間で円滑な情報共有ができるように，適切な方法で記録しておく必要があります。
特に，スクールカウンセラー等に相談した記録については，管理職が定期的に点
検するなどして，児童生徒の相談後の状況をきめ細かに確認しておくべきです。
また，「生徒指導委員会」などにより，特段の対応が必要ないと判断された児童

生徒でも，継続して当該児童生徒の様子を観察したり，定期的な面談を行ったり
して，その後の状況を確認することが大切です。

�Ħŷĵ֍ڸŌø�ૈ�ÿΪׁࡐκüÛâĜĐĕÕÿòÿНЯ੧ü
õÕ÷ݯÕðڻࡐüõÕ÷Ā�ࣗÕॼ;ø०Ýլఐüෝģীàஒ
വÝÓěďê�ďð�ĐÿഋವüЈĠĚë�७ۀІøÓô÷ēஒëෝ
ģêĜЯͥģēõäùÝౠďèÕøê�äÿäùĀ�НЯüৎೌèðۀ
üвԤü࣠ॾøÞĜঁࢽģàäùüûěďê�

�Ħŷĵ֍ڸŌÿમതĕլೌࠇॾÿԵ̀ÜĚࢄ�೧ਘûڛ˽Ýஒവû
üõÕ÷Ā�Ľࡐڻң૮ɦÝஒവûߑÜûؽĕ�ęěÞĒࡐڻ
ĳ�ůįĪŷĿŭ�੧ùÿլೌࠇॾģךÕďê�ೌॾģড়è÷�îÿ֍
Ľĳ�ůįĪŷĿŭ�ĕঁʠÿࢄ೧ЯЈüęĜԛइਘû˽ݳÝஒവû߈
ךø�డ֖۴ùÿೌॾģ߁ÿ൷ͦģઌðࡐڻĀ�̸૧ûժěΌ
ô÷ÕàäùÝஒവùûěďê�

üõÕ÷Ā�డ֖۴ÿ൷ͦģઌࡐڻÝஒവû˽ڛ೧ਘℵʝඁਘℶࢄ
÷�ঁʠÿЈԂЯЈĉõûßďê�îÿفĀ�ૈ؆ÜĚԒЈԂģÕ
÷ÕĜഺ֖ҡĕĽĳ�ůįĪŷĿŭ�Ý֥࣡ùûô÷ࠄĒĜùĽŤ�
ľüõûáäùÝøÞďê�

á ࠇ ࠇ
Ý Ü Õ á  ù

ú ÿŮĽĳ á ù Ý
Ü ࠇ ߶ Đ

à Ý Õ Ē Ü
Õà ࠇ Ť ĠĜ ùÝ
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※「きょうしつ」の言葉は、阪中順子著「学校現場から発信する子どもの自殺予防ガイドブック」から引用

４ 自殺予防教育に係るワークシート集
(1) 「自殺予防教育」としての学習のねらい

学 年 ね ら い ﾜｰｸｼｰﾄ
番号

小 学 校
（低学年）

心がもやもやすることがあることに気付き，もやもやの気持ちを誰かに
伝えることの大切さや困っている友達への声かけの大切さを理解する。 ①

小 学 校
(中高学年)

成長に伴い様々な不安や悩みを抱くことは自然なことであることを知り，
心が苦しい時の対処法や友達の助けになる声のかけ方を理解する。 ②

中 学 校 誰もが様々な不安や悩みを抱くことがあることを知り，心が苦しい時の
対処法や悩みを相談された時の聴き方を理解する。 ③

高等学校 心の役割が不調になると起きる心身の症状について知り，ストレスへの
対処法を考えるとともに，友人から相談された時の関わり方を理解する。 ④

(2) 基本的な学習活動例

(3) 「下地づくりの教育」としての学習のねらい（自殺予防教育の実施前）

学習内容 ね ら い ﾜｰｸｼｰﾄ
番号

アサーション
トレーニング

日常の自分の気持ちや思いの伝え方を振り返り，相手の気持ちに
配慮しながら自分の気持ちを大切にした伝え方を理解する。 ⑤

リフレーミング 見方を変えることで，物事の受け止め方が変わり，自分や友達の
よさに気付くことができることを理解する。 ⑥

自分のことを知る 互いのよさを紹介し合うことによって，自他を尊重することの大
切さを理解する。 ⑦

聴き方じょうず 温かい人間関係を築くためには，話の聴き方が大切であることを
理解する。 ⑧

ストレスとその対
処法

様々なストレスへの対処法は，人それぞれであることを知り，自
分に合った対処法をもつことが大切であることを理解する。 ⑨

怒りを落ち着かせ
る方法

感情に振り回されないためには，怒りを落ち着かせる様々な方法
があることを理解する。 ⑩

※ ワークシートは， 鹿児島県のホームページで人権教育研修資料を検索 し，ダウンロード後，保存し

自 殺 予 防 教 育 の 活 動 例

１ 気持ちイラストを見て，その人物は，どんな気持ちなのか，どんな
言葉を言っているのか，どんなことがあったのかを想像する。
２ めあてを確認する。
３ ワークシートを用いながら活動する。
(1) 心の危機のサインを理解する。
(2) 心の危機に陥った自分自身や友達への関わり方について理解
する。

４ いのちの危機の時の相談機関を知り，活動の振り返りをする。
５ 学習をまとめる。

ଷॕॼ;ᶴΪѷ
ᶞۢपᶛ̔ᶈᶖᲤ
ᵼḐḎࡐڻ
᷺ḏ᷇Ḗᷓᶚᶙᶞ
ᷓḎ᷺Ḓ᷂᷒
ড়ᶇᶖ࣠ևᶛΪᶣ
܈ుృ᷂ܪᵶΪ
ᶺᶼᶻᶘᶸᶺ֢
̀ਘᶗᶉᲣ
ᶚᵺᲤࢪΪᶗ
ըള᳕ᵽᶷᵶᶇ
ᶔ᳖ᶗᶮᶘᶱᶮᶇ
ᶷᵶᲣ

自分の心の痛みに早めに気付いて，誰かに相談することが大切であ
り，相談を受けた時は「 し 」（ づいて りそい うけと
めて しんらいできる大人に なげよう）の合言葉で関わろう。

てご活用ください。
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Ძ ƲǜƳƴᲦžƍǍƩƳſžƔƳƠƍƳſžƾƋǜƩƳſƱᲦ࣎ƷƍƨǈǛƔ

ǜơƯƍǔƷƔᲦ ƔƍƯǈǑƏŵ 

         

Წ ࣎ƷƍƨǈǛƔǜơƨᲦƋƳƨƸƲƏƠƯƍǔƔƳŵ 

 

Ჭ ࣎ƕƘǔƠƍƸᲦƩǕƴᲦƲǜƳƾƏƴᚕƬƨǒƍƍƷƩǖƏŵ 

Ხ ƞƼƠƦƏƳӐƩƪƕƍƨǒᲦƲǜƳ٣ƔƚƕƍƍƷƔᲦǻȪȕǛᎋƑƯǈ

ǑƏŵǇƨᲦӐƩƪƕ࣎ƷƓƘǛᛅƠƯƘǕƨǒᲦƲǜƳᎥƖ૾ƕƍƍƷƔƳŵ 

 

ƖǐƏƷ࣎ƷƓൢټƸᲦƲƏƔƳᲹ 

 

 

 

 

 

 

Ძ ƲǜƳƱƖƴᲦžƍǍƩƳſžƔƳƠƍƳſžƾƋǜƩƳſƱᲦƜƜǖƕǋǍ

ǋǍƢǔƷƔᲦ ƔƍƯǈǑƏŵ 

         

Წ ƜƜǖƕǋǍǋǍƠƯƍǔƱƖᲦƋƳƨƸƲƏƠƯƍǔƔƳŵ 

 

Ჭ ơƿǜƷƜƜǖƕǋǍǋǍƠƯƍǔƱƖƸᲦƩǕƴᲦƲǜƳƾƏƴƍƬƨǒ

ƍƍƷƩǖƏŵ 

 

ƖǐƏƷƜƜǖƷƓƯǜƖƸᲦƲƏƔƳᲹ 

 

 

 

自殺予防教育のワークシート①(小学校低学年) 指導上のポイント

１ 教師が幼少期の実例を紹介した
り，もやもやするような具体的場面
絵を紹介したりすることで，児童は
どんな時にもやもやするのかを想
像しやすくなる。

２ もやもやしている時の理由やそ
の時どうしているかが分かる児童
もいれば，思い出せない児童もいる
ので，その場合は無理強いをしない
ようにする。

３ 発達段階に応じて，もやもやを言
葉にして伝えることの大切さや身
近な大人に話すことの大切さを押
さえる。

自殺予防教育のワークシート②(小学校中高学年) 指導上のポイント
１ 教師が実例を紹介したり，具体的
場面絵を紹介したりすることで，児
童はどんな時に心が痛くなるのか
を想像しやすくなる。

２ 思いつくままに書かせた後，人そ
れぞれ様々な対処法があることや，
その方法が自分や他人に向かい過
ぎると互いの心の傷になることを
押さえる。

３ 心の強い人は，弱さを言葉にして
助けを求め，辛さを乗り越えようと
する強さをもっていることを理解
させる。

４ 「どうしたの？」，「大丈夫？」の
言葉かけや頷いて話を聴くことが
大切であることを理解させる。

※ 保健の「不安や悩みの対処」と関
連して学習すると効果的である。

特集 子どもの命を守るために
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Ძ ƋƳƨƸᲦपǜƩǍ࣎ƕᒊƠƍᲦƲǜƳ૾ඥưൢਤƪǛЏǓஆƑǇƢƔŵ       

2 पǈǛႻᛩƢǔƱƠƨǒᲦᛡƴႻᛩƠƨƍƱ࣬ƍǇƢƔŵǇƨᲦƦƷႻƴ

ႻᛩƢǔƴᲦஇИƴƲǜƳᚕᓶưᛅƠƔƚǇƢƔŵ 

 Ტ̊ᲴႻᛩƠƨƍƜƱƕƋǔǜƩƚƲ…ŵᲩݲƠ᧓Ǜ˺ƬƯᲦᛅǛᎮƍƯǋǒƑǇƤǜƔᲹƳƲᲣ 

ႻᛩƢǔႻ இИƷᚕᓶ 

Ĭ 
ž 

                    ſ 

 

ž 

                    ſ 

ĭ 

Į 

 

 ࠚࡿࡍࢫࣂࢻ࠙ ձ㸫ࣞࣉ࣮ࣝࣟ  

 ࠚࡿࡵṆࡅཷࢆឤ࠙ ձ㸫ࣞࣉ࣮ࣝࣟ  

 
 ࠚࡿࡍࢫࣂࢻ࠙ ղ㸫ࣞࣉ࣮ࣝࣟ  

  

  ࠚࡿࡵṆࡅཷࢆឤ࠙ ղ㸫ࣞࣉ࣮ࣝࣟ

Ŭ ȭȸȫȗȬǤǛƠƯज़ơƨƜƱǛƖǇƠǐƏŵ 

 
 

ᲴѠࢍǋᢿǋɥƘƍƔƳƍƜƱƹƬƔǓư…ŵ 
ᲴƦǜƳƜƱᚕƬƪǌȀȡƩǑŵЭӼƖƴƕǜƹǒƳƘƪǌŵ 
Ჴ˴ǋƔǋǤȤŵʻƷཞඞƔǒᡜƛƨƍ…ŵ 
ᲴƦǜƳƷƸ᧓ᢌƬƯƍǔŵᐯЎǛٻʙƴƠƳƘƪǌŵ 

ᲴѠࢍǋᢿǋɥƘƍƔƳƍƜƱƹƬƔǓư…ŵ 
ᲴƏǜŵƏǜŵƦƏƩƬƨƷŵ 
Ჴ˴ǋƔǋǤȤŵʻƷཞඞƔǒᡜƛƨƍ…ŵ 
Ჴ˴ǋƔǋǤȤƴƳǔǜƩƶŵƭǒƔƬƨƶŵƲƏƠƨǒƍƍƔᲦɟደƴᎋƑǑƏŵ 

ᲴଐᲦᅶƷܼଈƬƯǱȳǫƹƔǓƠƯƍǔŵܼƴƍƯǋᓳƪბƔƳƘƯ…ŵ 
ᲴƩƬƨǒᲦ˂ƷᢿދƴƍǕƹƍƍơǌǜŵ 
Ჴ˴ǋƔǋǤȤŵʻƷཞඞƔǒᡜƛƨƍ…ŵ 
Ჴƭǒƍ࣬ƍǛƠƯƍǔ܇Ƹ˂ƴǋƍǔǑŵ˰ǉܼƕƋǔƩƚưǋज़ᜓƠƳƍƱŵ 

ᲴଐᲦᅶƷܼଈƬƯǱȳǫƹƔǓƠƯƍǔŵܼƴƍƯǋᓳƪბƔƳƘƯ…ŵ 
ᲴଐᲦܼଈƷǱȳǫƹƔǓƩƱᲦƭǒƍƶŵᓳƪბƔƳƍƶŵ 
Ჴ˴ǋƔǋǤȤŵʻƷཞඞƔǒᡜƛƨƍ…ŵ 
Ჴ˴ǋƔǋǤȤƴƳǔǜƩƶŵƭǒƍƷƴǑƘǬȞȳƠƯƖƨƶŵႻᛩƠƯƘǕƯƋǓƕƱƏŵ 

ȭȸȫȗȬǤȳǰž࣎ƷᒊƠƞǛƪଢƚǒǕƨſ     

 

1 ʚʴɟኵƴƳƬƯȭȸȫȗȬǤȳǰƠǇƢŵ 

2 ƸơǊƴƷȑǿȸȳǛǍƬƯǈǇƢŵɲ૾ƷࢫǛ˳᬴ƠƨǒᲦȯȸǯǷȸȈƴ٣ 

ǛƔƚǒǕƨဃࢻᲢӐᢋᲣƷൢਤƪưज़ेǛƖǇƠǐƏŵ 

Ჭ  ဪƴᲦᲽᲦᲾƱӷơǑƏƴ˳᬴ƠƯƍƖǇƢŵ 

Ტ᩿ئᚨܭᲣ 

 ˞ǈƕƪƩƬƨӐᢋƕʁƠƿǓƴႇఄƠǇƠƨŵɟደƴ࠙ǔᡦɶᲦӐᢋƕᲦƭǒ

ƦƏƴžǋƏᲦ˴ǋƔǋƍǍŵෞƑƯƠǇƍƨƍŵſƱݱƞƳ٣ưƭƿǍƖǇƠƨŵ 

 

Ȑǿȸȳ Ƥ Ǔ ƾ ˮ 

  ӐᢋᲴǋƏᲦ˴ǋƔǋǤȤᲦෞƑƯƠǇƍƨƍ… 

ᐯЎᲴԡƸٻЏƴƠƳƍƱȀȡŵƦǜƳƜƱᚕƬƨǒܼଈƕ࣎ᣐƢǔǑŵ 

 

  ӐᢋᲴǋƏᲦ˴ǋƔǋǤȤᲦෞƑƯƠǇƍƨƍ… 

ᐯЎᲴƋƳƨƸƩƍơǐƏƿŵരƵൢƴƳǕƹ˴ưǋưƖǔǑŵ 

 

 Ჽ ӐᢋᲴǋƏᲦ˴ǋƔǋǤȤᲦෞƑƯƠǇƍƨƍ… 

ᐯЎᲴᲢႻƮƪǛƪƳƕǒᲦ᩺ƔƴᎮƘᲣ 

 

 Ჾ ӐᢋᲴǋƏᲦ˴ǋƔǋǤȤᲦෞƑƯƠǇƍƨƍ… 

ᐯЎᲴƦƏƳǜƩᲦෞƑƯƠǇƍƨƍƙǒƍᲦƭǒƍƜƱƕƋǔǜƩƶŵ 

 

 

Ხ ࣎ܤज़ƕࢽǒǕƨ٣ƔƚƸᲦ᳸ᲾƷƲǕưƠƨƔᲹˮǛƭƚƯǈǇƠǐƏŵ 

 

Ჯ ȭȸȫȗȬǤȳǰǛƠƨज़ेǛᚡƠǇƠǐƏŵ 

  

Ȑǿȸȳ ٣ǛƔƚǒǕƨဃࢻᲢӐᢋᲣƷൢਤƪ 

  

 

 

  

 

 

 Ჽ 

 

 

 Ჾ 

 

 

 

 

 

自殺予防教育のワークシート③(中学校) 指導上のポイント
１ 困っている表情のイラストを用
いて，同じ表情でも人によって受け
取り方が違うことや，心情を全て表
してはいないことを押さえる。

２ ストレスへの対処法には，気分転
換タイプや問題解決タイプがあり，
どちらも持っていると困難に立ち
向かう強い力となることを押さえ
た上で，相談する人を３人は準備し
ていくことの大切さを伝える。

３ 辛そうな友人との会話をロール
プレイすることで，痛みを和らげら
れる聴き方（傾聴）を実感させる。

４ 身近な大人に相談し，助けを求め
ることが大切であることを理解さ
せる。

※ 保健の「ストレスへの対処」と関
連して学習すると効果的である。

自殺予防教育のワークシート④(高等学校) 指導上のポイント

１ ネガティブな感情をもつことは
自然なことであるが，心のストレス
を放っておくと心身の不調につな
がることを，保健体育等の学習を想
起させながら押さえる。

２ 役割(相談する人，相談された人，
観察する人)を３人で交替しながら
Ａ～Ｄのパターンをロールプレイ
した後，声をかけられた友人の気持
ちを感想に書かせることで，傾聴や
温かい言葉かけは安心感につなが
ることを理解させる。

３ 友人からのＳＯＳに対しては，
「きょうしつ
．．．．．

」という合言葉で接す
ると，心の痛みが和らぐことをまと
める。
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ᙸ૾Ǜ٭ƑǔƱ 

ȯȸǯǷȸȈžȪȕȬᲧȟȳǰſ 

 

                   Ӹ ЭᲢ             Უ 

         

ὤ ᐯЎᐯ៲ƷžႺƠƨƍƳſžൢƴƳǔƳſƱ࣬ƬƯƍǔƜƱǛƖǇƠǐƏŵ 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

  

  

ǇƱǊ 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

ᲬƭƷ˟ᛅƷᢌƏƱƜǖᲴ 

ȯȸǯǷȸȈžǢǵȸǷȧȳſ 

                    Ӹ Э(           ) 

ࡇࡓࡌ㸪ឤ࡚ࡋࢆࢢࣥࣞࣉ࣮ࣝࣟࡢࡘ㸰ࡢୗ࡚ࡗ࡞⤌㸰ே㸯 ۼ

            ࠋ࠺࠾ྜࡋヰࢆ

Ტ᩿ئᲣȗȪȳȈƷᚖദǛƠƯᲦƢƙƴέဃƴ੩ЈƠƳƚǕƹƍƚƳƍ BƞǜƸᲦ   

࣯ƍưƍƨƷưᲦAƞǜƷதƷɥƴƋƬƨហȚȳǛѨƴ̅ƍڼǊǇƠƨŵ 

  

Ჴ Ț  ǜ Ț Ư  

ƞǜᲴƪǐƬƱƩƔǒƠƯǑŵ 

ƞ Ჴ Ƭƨ ᐯЎ ̅Ƒ ƍƍ  

ƞǜᲴ᩿͂ƘƞƍŵݲƠƙǒƍ̅ǘƤƯǑŵƨƬƨᲬЎǋࢳƯƳƍǜƩŵ 

  

 

 

Ჸ                                                        
  ǜ Ư  

ƞǜᲴƪǐƬƱƩƔǒƠƯǑŵ 

Ჴ Țȳ ̅ ƍƍ  

ƞǜᲴƝǊǜᲦʻଐࣔǕƨǜƩŵƋƳƨǋ̅ƏǜƩǑƶŵ 

ưǋᲦƋƱݲƠưᚖദƕኳǘǔƔǒᲦࢳƬƯǋǒƑǔƔƳŵƓᫍƍŵ 

Ჴ 

 

 

    㸽ࡍࡲ࠸ᛮ࠺㐪ࡀ㸪ఱࡣヰࡢࡘ㸰 ۼ

 

 

 

 

   

 ࠋ࠺ࡼ࠼ࡁ᭩࣮ࣥࢱࣃࡢヰ㸰ࢆヰ㸯ࡢḟ ۼ

 ፼  ƋƳƨƕ᧓ƷƳƍɶưѠࢍƠƯƍǔƦƹưᲦࢂƕƍƖƳǓȆȬȓǛƭƚǇ     

ƠƨŵƋƳƨƸᲦෞƠƯഒƠƍƱ࣬ƬƯƍǇƢŵ 

˟ᛅ≔⇷⇥∞∙≝Ⅴⅎⅎ≋ࢂ↝ӸЭ≌≏ⅵ↺ↄⅳⅺ↸⇬−⇹ෞↆ↕⅛Ⅵ

ℊ

˟ᛅ≕⇷⇥∞∙≝ 

  

  

 Წ  ᘍʙƕᡈƮƍƯƖƯᲦƦƷแͳǛƠƯƍǔӐᢋƸᲦଐƷǑƏƴੈᨊƴǕ   

ƯƖǇƢŵƋƳƨƸᲦƪǌǜƱ᧓ǛܣƬƯǄƠƍƱ࣬ƬƯƍǇƢŵ  

˟ᛅ≔⇷⇥∞∙≝Ⅴⅳⅳьถ↚ↆ↼⅛᧓⇁ܣ↻↷⅛Ⅵ

                          Ą
˟ᛅ≕⇷⇥∞∙≝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

アサーショントレーニングのワークシート⑤ 指導上のポイント
１ ２人１組になって，会話１と会話
２を交互にロールプレイングする
ことで，A さんの言いそうな言葉を
考えさせる。

２ 例題を全員で行うことにより，会
話１と会話２の違いを理解させ，更
によりよいメッセージの在り方に
ついてまとめる。

会話１：YOUメッセージ
「あなた」への感情的な，攻撃的
な主張
会話２：Ｉメッセージ
「わたし」を主体として，相手を
尊重しながら自分の言いたいこと
を伝える主体的な主張

３ ロールプレイングの中で，語調や
態度，表情も相手に影響することを
感じ取らせる。ロールプレイング終
了後は，気分を持ち越さないように
配慮する。

リフレーミングのワークシート⑥ 指導上のポイント

１ 人は誰でも否定的な考え方や見
方をもっていることに気付かせる。
そして，否定から肯定へ思考を転換
することは，生きづらさの軽減につ
ながることを押さえる。

２ 友達の書いたことに対して，肯定
的な言葉で返すようにさせる。ただ
し，「～すればもっとよくなるよ」等
のアドバイスは書かないように約
束させる。

３ リフレ－ミングに難しさを感じ
ている場合には，分かりやすい例を
紹介する。

４ 否定的な考え方を捉え直すこと
で，自分の中の思い込みや偏見に気
付いたり，自分や友達のよさを捉え
直したりすることができ，人間関係
づくりに役立つことを理解させる。

特集 子どもの命を守るために
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          ᎮƖ૾ơǐƏƣƴƳǖƏ 

 

Ძ ᲭʴᲫኵưᛅǛƠƯǈǑƏŵ 

Ũ ᲴᛅƢʴᲦᲴᎮƘʴᲦᲽᲴᚇݑƢǔʴǛൿǊƯᲦʩʝƴ˳᬴Ƣǔŵ 

 Ũ ᎮƖ૾ưဪƴ˳᬴ƠƨࢸᲦᎮƖ૾Ǜဪƴ˳᬴Ƣǔŵ  

ƂᛅƢȆȸȞ̊ƃȷžஇᡈᲦƏǕƠƔƬƨƜƱſᲦžʻᲦᲫဪᐻԛǛਤƬƯƍǔƜƱſሁ 

ᎮƖ૾ ᎮƖ૾ 

ȷᆰᡉʙǛƠƯᲦᎮƍƯƍƳƍ 

 žƾƏǜſžǁƑſ 

ȷᙻዴǛӳǘƞƳƍ 

ȷᘙऴǛ٭ƑƳƍ 

ȷσज़ႎƳᚕᓶǛ̅Ə 

 žƳǔǄƲȸſžƦƏƩƶȸſ 

ȷᙻዴǛӳǘƤƯᲦƏƳƣƘ 

ȷᘙऴǛ٭Ƒǔ 

 

2 ᎮƖ૾ƱᎮƖ૾ưƸᲦᛅǛƢǔʴƸᲦƲǜƳൢਤƪƴƳƬƨưƠǐƏƔŵ  

ᎮƖ૾ ᎮƖ૾ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ჭ ᛅǛƢǔʴƕǋƬƱᛅƠƨƘƳǔǑƏƳᎮƖ૾ǛဇƍƯᲦᲭʴᲫኵưᛅǛ

ƠƯǈǑƏŵ 

ƂᛅƢȆȸȞ̊ƃȷžஇᡈᲦɧܤƳƜƱǍൢƴƳƬƯƍǔƜƱſሁ  

 Ŭ ƦǕƧǕƷࢫǛǍƬƯǈƯᲦൢ˄ƍƨƜƱǍज़ेǛƖǇƠǐƏŵ 

ᎮƘʴ ᛅƢʴ ᚇݑƢǔʴ 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

「自分のことを知る」ワークシート⑦ 指導上のポイント

１ 自分のことを見つめさせながら，
自分のよいところや大切なものな
どに気付かせる。発達段階に応じて，
絵で描かせる。

２ 記入した後，グループや全体で紹
介し合うことにより，お互いの「同
じところ」や「違うところ」につい
て確かめ合わせる。

３ 人それぞれ苦手なことや嫌いな
生き物等があることを知り，そんな
自分も含めて，丸ごと自分であり大
切にしようと思うことや，人それぞ
れ違うからこそ，面白く，違いを受
け止め合って過ごしていくことの
大切さに気付かせる。

「聴き方じょうず」のワークシート⑧ 指導上のポイント

１ テーマは，発達段階に応じて，好
きな食べ物や生き物にするなど，配
慮する。

２ Ａは素っ気ない聴き方で，Ｂは好
意的な聴き方で行うように説明し
た後，ロールプレイングに取り組ま
せる。

３ ＡとＢの聴き方のどちらが，話を
する人にとって，話しやすかったか
を，グループで考えさせる。

４ 「不安なことや気になっているこ
と」をテーマとし，楽しい話題だけ
でなく，友達の不安等に対しては，
どんな聴き方をするとよいのかをま
とめさせる。
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       ǹȈȬǹƱƦƷݣϼඥƴƭƍƯჷǖƏ 

Ძ ƋƳƨƕǹȈȬǹǛज़ơǔƷƸᲦƲǜƳƴᲦƲǜƳƜƱưưƢƔŵ         

 

2 ƋƳƨƸᲦǹȈȬǹƕƋǔƴᲦƲǜƳ૾ඥǛǑƘƱƬƯƍǇƢƔŵ࢘Ư

ƸǇǔǋƷμƯƴŨǛƭƚƯǈǇƠǐƏŵǇƨᲦƦƷݣϼඥƷȡȪȃȈᲢǑƍ

ໜᲣǍȇȡȪȃȈᲢഎໜᲣƴƭƍƯᎋƑƯǈǑƏŵ 

Ŭ ƜǕƔǒƸᲦǹȈȬǹǁƷݣϼඥƱƠƯƸᲦƜǜƳ૾ඥǋ̅ƬƯǈƨƍ  

ƲǜƳƴ 

 
 
ƲǜƳƜƱư 

 

Ტ  ᲣᎋƑƳƍǑƏƴƢǔ   

Ტ  ᲣڤƖƳ᪦ಏǛᎮƘ 

Ტ  ᲣڤƖƳǹȝȸȄǛƢǔ  

Ტ  ᲣӐᢋƴᛅƠൢਤƪǛᎥƍƯ

ǋǒƏ 

Ტ  Უཋƴ࢘ƨǔ  

Ტ  ᲣƩǇƬƯᲫʴưතƘ 

Ტ  ᲣڤƖƳཋǛǂǔ    

Ტ  ᲣҾ׆ǛᆳƖᛄǊƯǈǔ 

Ტ  Უ៲ᡈƳٻʴƴᎥƍƯǈǔ 

Ტ  ᲣЭӼƖƴƱǒƑႺƠƯǈǔ 

Ტ  ᲣᛡƔƴ࢘ƨǔ      

Ტ  ᲣᐯЎƴ࢘ƨǔ 

Ტ  ᲣƦƷ˂ 

    Ტ          Უ 

ȡȪȃȈƸ 

  

 

 

 

 

 

 

ȇȡȪȃȈƸ  

        ࣦǓǛᓳƪბƔƤǔ૾ඥǛჷǖƏ 

Ძ ƋƳƨƸᲦƲǜƳƴᲦƲǜƳƜƱưᲦࣦǓǛज़ơǇƢƔŵ         

2 ƋƳƨƸᲦࣦƬƨƴᲦƲǜƳƾƏƴƳǓǇƢƔŵ࢘ƯƸǇǔǋƷμƯƴŨ

ǛƭƚƯǈǇƠǐƏŵ  

  Ტ  ᲣٻƖƳ٣ưƲƳǔ  Ტ  Უƿƭƿƭ૨ӟǛᚕƏ 

Ტ  Უ٣ƕƾǔƑǔ    Ტ  ᲣȉǭȉǭƢǔ 

  Ტ  Უཋƴ࢘ƨǔ      Ტ  ᲣƕЈǔ 

Ტ  Უ᪽ƕၘƘƳǔ    Ტ  ᲣƓᐃƕၘƘƳǔ 

Ტ  ᲣƠǌǂǒƳƘƳǔ  Ტ  ᲣƦƷئǛᩉǕǔ 

Ტ  ᲣᛡƔǛƨƨƘ    Ტ  ᲣᐯЎǛƨƨƘ 

Ტ  ᲣƦƷ˂Ტ                   Უ 

 

Ჭ ƋƳƨƸᲦࣦ ǓǛज़ơƨᲦƲǜƳ૾ඥưൢਤƪǛᓳƪბƔƤƯƍǇƢƔŵ 

 

Ხ ӐᢋƔǒᎥƍƨ૾ඥưžƍƍƳſƱ࣬Ə૾ඥƸȡȢƠƯƓƖǇƠǐƏŵ 

ŬƜǕƔǒƸžࣦǓǛᓳƪბƔƤǔ૾ඥſƱƠƯƸᲦƜǜƳ૾ඥǛ̅ƍƨƍᲛ 

ƲǜƳƴ 

 
 
ƲǜƳƜƱư 

ᐯЎƷ૾ඥƸ 

 

「ストレスとその対処法」のワークシート⑨ 指導上のポイント

１ 日常生活でストレスを感じるの
は，どんな時で，どんなことによる
のかを思い出させる。

２ 自分がよく用いているものを全
て選ばせた後，ストレス対処法には
気分転換を図る方法や問題を解決
する方法等，様々なストレス対処法
があることに気付かせる。

３ ストレス対処法で選んだものの
中には，それぞれメリット(よい点)
やデメリット(欠点)があることに気
付かせる。

４ 様々なストレス対処法の中で，今
後自分が取り入れたい方法を考え
させることで，これから出会うスト
レスや生きづらさの緩和につなが
っていくことを押さえる。

「怒りを落ち着かせる方法」のワークシート⑩ 指導上のポイント

１ 嫌いと怒りを区別し，自分や他人
の言動に対して，どんな時に，怒り
を感じるのかを整理させる。

２ 選択した怒り方の中には，相手や
自分に対してデメリット(欠点)はな
いのかを考えさせる。

３ 怒りが湧いた時の対処法として，
「深呼吸する」，「６秒心の中で数え
る」など，様々な怒りの落ち着かせ
方があることを理解させる。

４ 怒りは自然な感情であり，誰にで
も起こり得ることを理解させ，自分
に合った怒りの落ち着かせ方につ
いて，まとめさせる。

特集 子どもの命を守るために

特
集
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校内研修や個人研修で，「MomGs」で示さ
れた９つの資質・能力を高めるために，e-コン
テンツを作成しました。

�ÿ®¯ķōÜ�̰
ÿş�ŤŞ�ļÜĚՉ
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੧üõÕ÷Ϊࡁĕ࣠ॾढߑ
Ċďê�

人権課題
No.1 女性

人権課題
No.2 子ども

人権課題
No.3 高齢者

人権課題
No.4 障害者

人権課題
No.5 同和問題(部落問題)

人権課題
No.６ 外国人

人権課題
No.７ HIV感染者等

人権課題
No.８ ハンセン病元患者等

人権課題
No.９ 犯罪被害者等

鹿児島県のホームページで人権教育研修資料を検索

教職員のためのデジタル研修教材
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人権課題
No.10 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等による人権侵害

人権課題
No.11 北朝鮮当局による拉致問題等

人権課題
No.12 性的マイノリティ

人権課題
No.13 新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽに係る人権侵害 No.14 参加型学習の進め方 No.15 人権教育の目標理念

No.16 育てたい資質・能力 No.17 自殺予防教育に係る法律等 No.18 人権教育に係る国の動向等
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○厚生労働省：（平成29年７月）「自殺総合対策大綱～誰も自殺に追い込まれることのない社会の実現を目指して～」
○阪中順子：2015「学校現場から発信する子どもの自殺予防ガイドブック(いのちの危機と向き合って)」金剛出版
○髙橋聡美：2020「教師にできる自殺予防(子どものＳＯＳを見逃さない)」教育開発研究所
○松本俊彦：2014「自傷・自殺する子どもたち」合同出版
○文部科学省：（平成20年８月）「かけがえのない自分，かけがえのない健康(中学生用)」
○文部科学省：（平成26年３月）「学校における子供の心のケア(サインを見逃さないために)」
○文部科学省：（平成21年３月）「教師が知っておきたい子どもの自殺予防」
○文部科学省：（平成29年３月）「健康な生活を送るために(高校生用)」
○文部科学省：（平成26年７月）「子供に伝えたい自殺予防(学校における自殺予防教育導入の手引)」
○文部科学省：（平成20年３月）「人権教育の指導方法等の在り方について［第三次とりまとめ］」
○文部科学省：（平成30年３月）「わたしの健康(小学校５年生用)」

【タイトルについて】
本資料のタイトル「陽だまり」には，「全ての子どもが，人と人のつながりの中で，温もり
を感じてほしい」という願いが込められています。また，「人との関わりを大切にし，自分や
友達のよさに気付き，互いに磨き合い，高め合うことを大切にしてほしい」という「仲間づく
り」の理念も継承しています。

所 属 名 前

鹿児島県 ※ 本資料は，これまで配布した資料と併せて，研修資料として継続的に活用してください。

【表紙写真】写真提供：鹿児島県セーリング連盟


